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日月 11

日

月

月 5 日

11 月 11 日

11

10 月 1

10 日

日

1

50

昭和 51 年

4

日

28

日

日

2

月 10

消防本部屋上にモーターサイレン設置（10ph）

月 11

4 月

月 1

11

小清水分署が水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水1号車）月 29 日

日 小清水分署長に 鬼塚 日出男 氏が就任

斜里消防署が役場庁舎裏に車庫新築（動員車等格納）10 月 4

8

日

斜里消防団第5分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

12

22

清里消防団第1分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里4号車）

月 20

小清水分署が人員搬送車を更新配備（動員車 ２６人乗り）

日

6 月

斜里消防署の指令車を更新配備

6 月

30

月 17

3

日

11 月

月

12 月

月

清里消防団第3分団に積載車を購入配備（清里9号車）

清里消防団長に 太田 良雄 氏が就任

12

日 小清水消防団に団本部設置

日

7

日

1 日

5

小清水分署に救急自動車装備資金として網走信用金庫より500千円の寄附

25

12 日

月 10

9

清里分署に指令車を購入配備

小清水分署に総合通信指令卓設置

斜里消防団第6分団に小型動力ポンプを購入配備

小清水分署に北海道共済農業協同組合連合会より２B型救急自動車の寄贈

日

8

昭和

7 月 15 日

月 26

小清水消防団第1分団の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水３号車）

8

49

清里分署庁舎新築工事

10

日

月 26

小清水分署に指令車を購入配備（横道号　横道 四郎 氏より購入金額の1,873千円のうち
1,000千円の寄附）

6

北海道消防協会長より斜里消防団に表彰旗が授与された

斜里郡３町（斜里町・小清水町・清里町）の構成により斜里地区消防組合が発足。消防本
部を斜里町に設置し、斜里地区消防組合消防署、消防署小清水分署、消防署清里分署に改
称。また、組合構成町の各消防団を斜里地区消防組合斜里消防団、小清水消防団、清里消
防団に改称する。

　　　　　　　　　消　　防　　長　　　齋　藤　太　郎
　　　　　　　　　消　防　署　長　　　阿　部　年　男
　　　　　　　　　消防署小清水分署長　雪　下　　　勇
　　　　　　　　　消防署清里分署長　　高　木　幹　男
　　　　　　　　　斜里消防団長　　　　高　桑　華夷治
　　　　　　　　　小清水消防団長　　　中　島　喜　悦
　　　　　　　　　清里消防団長　　　　大　西　　　章

　　　　　　　　　【消防職員数】          　　　 【消防団条例定数】
　　　　　　　　消防本部　　　３名　　　　　斜里消防団　　１４０名
　　　　　　　　斜里消防署　２０名　　　　　小清水消防団　１２０名
　　　　　　　　小清水分署　　９名　　　　　清里消防団　　１１５名
　　　　　　　　清里分署　　１２名　　　　　組合定数　　　３７５名

小清水分署に消防用無線機（基地局）購入資金として、小清水ライオンズクラブより５０
０千円の寄附

清里消防団第2分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里7号車）

6

9

11

小清水分署庁舎改築工事

斜里消防署に消防用超短波無線機を購入配備（基地局１基  移動局４基）

小清水分署に消防無線電話を購入配備（固定局１基　移動局５基）

宇登呂分遣所増築工事

昭和

10 日 斜里消防団第５分団庁舎落成

清里分署に消防専用無線電話装置を購入配備（基地局１基　移動局５基）

10 月 20 日

日

10 日

30 日

6 月 日

令和６年7月1日現在
昭和 48 年 3 月 17 日

斜里地区消防組合の沿革

月 10

日

日

月

月

日

月 11

8 日

月 25

30 日

月 12 日

年 1

清里分署に消防専用無線電話装置を購入配備（移動局３基）

昭和 52 年 4 月 1

斜里消防署にサイレン遠隔吹鳴装置付き一斉指令装置を配備（知床斜里駅前の旧斜里館屋
上にサイレン設置）

10

月

小清水消防団第1分団に小型動力ポンプを購入配備

3 月

小清水分署に人員搬送車を購入配備（白鳥号 26人乗り）

小清水消防団の定数を120名から115名に改正

4 月

清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里3号車）

清里分署長に 長尾 清 氏が就任

斜里消防署に日本損害保険協会より消防ポンプ（A-1）自動車寄贈（斜里3号車）

月 7 日

宇登呂分遣所に無線局を開局

月 15

26

小清水分署職員待機宿舎建設（ブロック造 3戸）

日

30

日

2 月

11

12

年
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10

4 月

53

27

年

7 月

昭和 日 清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里2号車）

13 日 斜里消防署に人員搬送車を購入配備（動員車 ２６人乗り）

斜里消防署の２B型救急自動車を更新配備

日 清里分署に救急自動車を購入配備

斜里消防団の定数を140名から145名に改正昭和

52 年 10 月

10 月

12 月

月 14

25

10

6

10 月

昭和 54 年 1 月 19

北海道知事より小清水消防団に表彰旗が授与された

11

日

21 日

小清水分署に消防施設整備資金として 一戸 鉄雄 氏より50千円の寄附

宇登呂分遣所に網走市田中漁業株式会社より消防ポンプ自動車の寄贈を受け「大雄号」と
命名し配備（Aー２ CD型）

日

26 日

年 4 月 1 日

11 月

月

20

月 1

日 清里分署に消防専用無線電話装置を配備（移動局２）

日

日

昭和 55 年 5 月 2

8

月

7 月

7 月

9

昭和 56 6

7

昭和 57 年 1

日

清里分署札弦分遣所に消防専用無線電話装置を購入配備（移動局１基）

20 日

斜里消防署長に 畔木 計佳 氏が就任

ウトロ分署に職員待機宿舎が完成（1棟 4戸）

6

昭和 58

小清水分署長に 和田 良典 氏が就任

日

日月

宇登呂分遣所を「斜里地区消防組合消防署ウトロ分署」に改称し初代分署長に 湯浅 明 氏
が就任（消防職員7名　ウトロ分署庁舎落成式挙行）

清里消防団が全道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部 準優勝）

日

日

4

8

年 7 月

1 日

日

11 月 22 日

12

59 年昭和

5 月 12

21

月 7

月

月 1

7

昭和 60 1 日 清里分署長に 服部 利道 氏が就任

消防長に 松葉 勇 氏が就任（消防長事務取扱）

清里分署に指令車を購入配備

小清水幼稚園幼年消防クラブ及び小清水町婦人防火クラブ結成

月

日

1 日

5 月

10 月

5 月

月 27 日 小清水分署が指令車を更新配備（横道号　横道 四郎 氏より購入金額2,825千円のうち
2,000千円の寄附）

日 消防本部に連絡車を購入配備（本部車　三菱トレディア　1,600cc）

11

6 月 1

月

21

8

日

7 月

12 月 20 日

11 月

10 日

22

日

7

7

27 日

1 日

1

日5月

28

日

7

日 小清水分署の救急自動車を更新配備

消防本部・署庁舎増改築（工事費 9,980千円）

21

月 17

宇登呂分遣所庁舎新築工事（北海道市町村振興事業）及び消防職員待機宿舎建設

小清水分署庁舎事務所改築及び車庫天井設置工事

小清水消防団第3分団の小型動力ポンプを更新配備

小清水分署に遠隔操作式サイレン吹鳴装置を配備

4 月 日

12

8 月

日

7

月

自治体消防30周年記念誌「小清水の消防」発刊

清里消防団長に 山下 良蔵 氏が就任

月 13 日

斜里消防署に(株)佐藤製材工場より指令車の寄贈（トヨタ クラウンワゴン 1,980千円）

清里分署緑分遣所に消防専用無線電話装置を購入配備（移動局１基）

日 小清水消防団が全道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部 準優勝）

月

月

月

8

8 月

年

ソビエト戦闘機により大韓航空機が撃墜され、斜里消防署及び斜里消防団が漂流物の捜索
活動を実施（9月11日から9月22日まで出動延人員 消防職員156名 消防団員282名）

15 日 清里消防団第3分団に小型動力ポンプを配備

清里分署長に 清水 貞雄 氏が就任

9 日 小清水分署に消防施設整備資金として 森田 和作 氏より100千円の寄附

斜里消防団が全道消防操法訓練大会に出場

清里分署に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里1号車）

斜里町で大規模な集中豪雨が発生し家屋86棟、道路18路線に被害を受け、被害総額は84
億円にのぼった

北海道消防協会長より斜里消防団が昭和56年8月に発生した集中豪雨の際の功労により竿
頭綬が授与された

宇登呂分遣所に救急自動車を購入配備

9 月 1 日

11 日

日

月 20

9 月 21

月

1

9

日 斜里消防署に小型動力ポンプ付大型水槽車を購入配備（斜里2号車）

日 小清水消防団第2分団にサイレン塔を設置

斜里地区防火委員会設立

9

知床岳で林野火災が発生し斜里消防署及びウトロ分署消防車両と自衛隊ヘリコプターによ
り2日間の消火活動を実施（焼失面積 １ha　空中消火ヘリ延65機 人員230人　出火原因
不明）

8

10 月 31

9 月 21 日 清里消防団第1分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里4号車）

日

日

斜里消防団長に 青木 栄 氏が就任

斜里消防団第1分団の水槽付消防ポンプ自動車（A-2)を更新配備（斜里４号車 小型動力ポ
ンプ積載）

9 月 30 日

日

小清水分署に職員待機宿舎が完成（2戸）

宇登呂分遣所に消防職員待機宿舎が完成（1棟 4戸）

4
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8

10

7 月 5

9

11

7 月 11昭和 62 年

12 月 12

22

8 月

25

10

8 月 8

6 月

22

11 月 25

月 22

月

1 日

月

12 日 斜里町幼少年防火クラブ設立

8

昭和 61 年 4 月

小清水消防団第3分団にサイレン塔を設置

ウトロ分署長に 橋本 昭夫 氏が就任

昭和

日 清里分署に消防施設整備資金として 高谷 ますみ・博 氏より100千円の寄附

日

年

18 日

10

小清水分署に小型動力ポンプ付大型水槽車を購入配備し、昭和44年11月購入の水槽付消
防ポンプ自動車を第2分団に配置転換

2 日

月

5 月

日 清里消防団第3分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里9号車）

月

ウトロ分署に指令車を購入配備（トヨタ ランドクルーザー）

60

日 消防長に 畔木 計佳 氏が就任

日 小清水分署車庫を増築

清里消防団第２分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備（清里7号車）

知床岬ウィーヌプリ岳で林野火災が発生し斜里消防署及びウトロ分署消防車両と自衛隊ヘ
リコプターにより６日間の消火活動を実施（焼失面積 4ha　空中消火ヘリ延234機 人員
1,628人　出火原因不明）

日297

小清水消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（小清水5号車）月

日

斜里大谷幼稚園幼年消防クラブ結成

10 月

9 月 22

斜里消防署に北海道共済農業協同組合連合会より救急自動車の寄贈

清里分署に救急自動車を購入配備

昭和 63 12

11 月 25

斜里消防署に無線用アンテナタワーを設置

9

12 月 10

日 清里消防団第2分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里6号車）

11 月 6 日

日

日 小清水分署に消防施設整備資金として 森  茂 氏より100千円の寄附

7 月

年 5 月

斜里大谷幼稚園幼年消防クラブに日本消防協会より鼓笛隊セットが寄贈

小清水消防団第2分団に日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車が寄贈（小清水6号車）9 月 30 日

日 北海道知事より清里消防団に表彰旗が授与された

清里分署長に 河合 建宏 氏が就任

11 月 22 日 斜里消防署が消防ポンプ自動車を更新配備（斜里5号車 救助資機材積載）

日 小清水消防団長に 髙嶋 寛 氏が就任7 月 12

11

26

小清水分署に消防施設整備資金として 横道 アヤ 氏より100千円の寄附

10 月 9

日 ウトロ分署に消防職員待機宿舎が完成（1棟 4戸）

平成 元 年 4 月 1 日 清里消防団長に 古屋 信一 氏が就任

10 月

日 小清水分署長に 根本 貢 氏が就任

清里消防団第3分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里8号車）

小清水町高齢者緊急通報システム運用開始

日

斜里消防団第3分団が北海道消防操法大会に出場（小型ポンプの部 優勝）

10 月

日 ウトロ分署の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（ウトロ１号車）

ウトロ分署にウトロ自治会より携帯用無線機の寄贈（移動局２基）

7 月 27 日

平成 2 年 3 月 28

24

日

小清水消防団第2分団に消防施設整備資金として 小島芳雄 氏・加藤 雅雄 氏より180千円の寄附

日

小清水分署に日本赤十字社小清水分区より救急自動車の寄贈

11 月 14 日 斜里消防団第3分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

斜里消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（斜里1号車）

4 月 1 日

8 月

斜里消防署長に 湯浅 明 氏が就任

12 26月 日

24 日

ウトロ分署の救急自動車を更新配備

平成 3 年 4 月 1 日 消防長に 藤井 孝 氏が就任

7 月 8 日

斜里町高齢者緊急通報システム運用開始

6 月 1 日 ウトロ分署長に 長尾 勲 氏が就任

小清水消防団第3分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（小清水7号車）10

斜里消防署長に 大藤 實 氏が就任

日

12 月 24 日 斜里消防団第４分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

斜里消防署の指令車を更新配備

斜里消防団第2分団庁舎を新築及びサイレン塔を新設

4 月 1

3 月 24

月

日

11 月 10 日

日

月 1 日

平成 4 年 1 月 30

日

16 日

16

月

30 日

28 日

月

日

日

日

9 月 13

小清水町婦人防火クラブに日本消防協会から寄贈された軽可搬ポンプを小清水幼稚園に配
備（TF-03型）

8 月 日

7 日 斜里消防団第２分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

清里分署の指令車を更新配備

小清水消防団に初の女性消防団員を任用（８名）

斜里消防団長に 佐野 幾之介 氏が就任

5

5

月 13

20

4

日

日月

8 月

斜里町で台風１７号と秋雨前線が停滞した影響により、市街地を中心に家屋2,260世帯が
床上及び床下浸水し、道路は各所で決壊、冠水等の影響で通行止めとなり、被害総額5億円
以上の大災害となった

9 月 11 日
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清里分署に救助工作車Ⅱ型を購入配備（清里4号車）　 12 月 28

日 斜里消防団第3分団庁舎全面改修

10 月 28 日 斜里消防団第3分団サイレン塔を新設

10 月 26

ウトロ分署に油圧式救助資機材を購入配備

6 月 1

日 斜里消防団第4分団にサイレン塔を新設

平成 11 年 4 月 1 日 消防本部職員に小清水分署及び清里分署から各1名づつの派遣を受け新体制となる

10 月 15

清里消防団長に 片岡 保弘 氏が就任4 月 1

小清水分署に北海道共済農業協同組合連合会より寄贈された救急自動車を更新配備

9 月 25

7 月 22 日 斜里消防団第４分団庁舎全面改修

7

日 斜里消防団秋季消防演習から斜里消防団防災訓練に変更し実施

　 4 月 1 日 小清水分署長に 菅原 末治 氏が就任

月 30 日 清里消防団第2分団が北海道消防操法訓練大会に出場（ポンプ車の部）

斜里消防署に全日本消防人共済会より広報車の寄贈（ハイラックスサーフ）

4 月

ウトロ分署長に 高橋 利幸 氏が就任

8

平成 10 年

日 小清水消防団第1分団の人員搬送車を更新配備（動員車）

9 月 30 日

8 月 20

日 日本消防協会長より斜里消防団に表彰旗が授与された

1 日4 月

1 日 斜里消防署長に 保村 征夫 氏が就任

平成 9 年 2 月 14

7 月 11 日 小清水分署に消防用無線基地局第2装置を設置

4 月 1

日 清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里2号車）

3 月 25 日 斜里消防団第6分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（ウトロ3号車）

平成 8 年 3 月 18

日

12 月 7 日 小清水消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（小清水2号車）

10 月 26

日 消防長に 矢久保 塞 氏が就任

10 月 25 日 斜里消防署の救急自動車を高規格救急自動車に更新配備

10 月 16

日

9 月 29 日 清里やまと幼稚園幼年消防クラブ及び清里町婦人防火クラブを設立

6 月 1

日 小清水消防団第3分団庁舎が完成

平成 7 年 5 月 12 日 清里分署長に 樫村 信一 氏が就任

11 月 16

日

8 月 5 日 小清水分署に消防施設整備資金として 森　茂 氏より500千円の寄附

7 月 21

日 消防本部本部車を更新配備（トヨタクラウン）

6 月 20 日 小清水分署に救助資機材を購入配備

5 月 11

平成 6 年 5 月 1 日 斜里消防団に初の女性消防団員を任用（10名）

12 月 1

日 小清水分署長に 坂本 貞雄 氏が就任

11 月 15 日 清里消防団第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（清里3号車）

10 月 12

日

9 月 20 日 清里分署の消防用無線電話装置を更新（基地局１　移動局３）

6 日 斜里消防署の人員搬送車を更新配備（動員車）

9 月 16 日

9 月

2

小清水分署に 元小清水消防団長 中島 喜悦 氏より勲五等双光旭日章受章を記念し、資機材
搬送車の寄贈（中島号　トヨタダイナ）

12 月

清里消防団に初の女性消防団員を任用（10名）

26 日

9 月 3

4 月 1

日 斜里消防団第５分団の小型動力ポンプ付積載車を更新配備

日

4

4

月

4

4 年 10 月 12

平成 5 年

清里分署にサイレン吹鳴無線制御装置（指令卓）を購入配備し羽衣南地区に電子サイレン
を新設、また119番通報の受信が分署への一本化となった

12 月 15 日

平成

月11 日 小清水幼稚園幼年消防クラブに日本消防協会より鼓笛隊セットが寄贈

小清水分署から消防本部に職員1名派遣

消防本部から斜里消防署に職員2名異動

月 26 日 清里分署長に 林  順一 氏が就任

斜里消防署事務所及び食堂を増築

小清水消防団第2分団に 田中 保 氏より消防施設備品としてビデオカメラ一式の寄贈

小清水消防団第２分団が全道消防操法訓練大会に出場（ポンプ車の部）

ウトロ分署長に 保村 征夫 氏が就任

清里分署の救急自動車を更新配備

斜里消防署長に 橋本 昭夫 氏が就任

斜里消防団第5分団庁舎全面改修

日

日

月

月 8 日

日 清里町婦人防火クラブに日本消防協会から軽可搬ポンプが寄贈

日 斜里消防団長に 小泉 勝也 氏が就任

日 斜里消防団第5分団にサイレン塔を新設

日

月 1

21

10 月

清里分署から消防本部に職員1名派遣

斜里消防団長に 佐藤 力蔵 氏が就任

8 月 25

日

31

3 月 20 日

9 月

日

6

10

小清水消防団第2分団庁舎が完成

ウトロ分署に日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車が寄贈（大雄号からウトロ2号
車に更新）

9

日

日

月 1 日

4 月 1

日

1

日
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8 月 23 日 斜里消防団第２分団の小型動力ポンプを更新配備

斜里町消防後援会解散

清里消防団長に 高橋 泰雄 氏が就任

4 月 1 日 ウトロ分署長に 七條 信之 氏が就任

4 月

小清水分署庁舎を新築

日 斜里消防署長に 江刺 隆夫 氏が就任

日

12 月 24

日 斜里消防団第５分団の小型動力ポンプを更新配備

11 月 28 日 斜里町光陽町34番地3にサイレン塔を新設

9 月 26

消防長に 旭　仁 氏が就任

4 月 1 日 緊急消防援助隊に消火小隊1隊を登録

4 月 1

日 消防本部・署庁内LAN構築

平成 20 年 3 月 7 日 消防庁長官より斜里消防団に竿頭綬が授与された

7 月 13

小清水消防団第1分団の小型動力ポンプを更新配備

7 月 19 日 小清水消防団第3分団が北海道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部　優勝）

5 月 16

日 ウトロ分署長に 江刺 隆夫 氏が就任

4 月 1 日 斜里消防団長に 上野 敏雄 氏が就任

4 月 1

小清水消防団長に 奥村 寛 氏が就任

平成 19 年 4 月 1 日 小清水分署長に 古川 博 氏が就任

11 月 1

日 清里分署の救急自動車に自動体外式除細動器を搭載

7 月 28 日 斜里消防団第４分団の小型動力ポンプを更新配備

6 月 28

清里消防団長に 湯浅 猛城 氏が就任

6 月 28 日 小清水分署の救急自動車に自動体外式除細動器を搭載

4 月 1

日 消防長に 金田 清見 氏が就任

4 月 1 日 ウトロ分署長に 高橋 利幸 氏が就任

4 月 1

携帯電話１１９番通報受信転送装置を設置

平成 18 年 1 月 20 日 女性消防団員に日本消防協会からAEDトレーナー及び軽可搬ポンプの寄贈

9 月 13

ウトロ分署の指令車を更新配備

平成

8 月 10 斜里消防団第３分団の小型動力ポンプを更新配備

16 年 6 月 14 日

清里分署札弦分遣所の消防職員常駐を廃止し、札弦地区防災予防協議会に札弦分遣所消防
施設消防業務を委託した

4

清里分署長に 荻野 美樹 氏が就任

清里分署長に 高橋 俊幸 氏が就任

16 日 小清水分署に消防施設整備資金として 髙嶋  寛 氏より200千円の寄附

平成

6 月 1

17 年 日 小清水分署長に 島 敏範 氏が就任

月

1

8

小清水分署の指令車を更新配備

清里分署長に 櫛引 政明 氏が就任

5 月 1 日 小清水消防団長に 菅野 満 氏が就任

平成 15 年 4 月 1

日 斜里消防署の大型水槽車積載の小型動力ポンプを更新（斜里2号車）

4 月

1 日

斜里町国民健康保健病院指示による救急救命士特定行為運用開始

6 月 28 日

日 ウトロ分署に救急高度化資機材一式を購入配備

平成 14 年

4 月

5 月 23

消防長に 中島 英治 氏が就任日

1 日

斜里消防署の資機材搬送車を更新配備（斜里7号車）

斜里消防署の高規格救急自動車を更新配備（水柿号　水柿 氏より購入金額の31,762千円
のうち16,000千円の寄附）し、配備していた高規格救急自動車とウトロ分署の救急自動
車を転換配備して斜里消防署が救急自動車2台体制となった

日11月

日 斜里消防団長に 近藤 正廣 氏が就任

4 月 27 日 斜里消防署に厚真町より譲渡された化学消防ポンプ自動車を配備

4 月 1

6 月 25 日 清里分署緑分遣所の消防職員常駐を廃止し、消防業務施設委託管理人を配置した

ウトロ分署庁舎車庫を増築

平成 13 年 1 月 25 日 ウトロ分署にはしご付消防自動車を購入配備

12 月 20

日 清里消防団秋季消防演習から清里消防団防災訓練に変更し実施

9 月 25 日 清里町基幹的施設改良工事に伴い消火栓4基を新設

9 月 10

ウトロ分署長に 田畑 伸二 氏が就任

6 月 9 日 斜里消防団まとい購入（1本）

斜里小学校敷地内のサイレン塔を改修しモーターサイレンを設置

9 月 3 日 斜里町と斜里消防団合同の斜里町防災訓練を実施

8 月 31

日 斜里消防団に友好都市の弘前消防団より友好まといの寄贈

平成 12 年 4 月 1 日 斜里消防署長に 青島 敏 氏が就任

日 清里消防団の定数を115名から100名に改正

22

1

4 月

1

4 月

11 月 27

8 月 23

日

1

1

日

小清水消防団の定数を115名から100名に改正

日

7 月

日

日

日

日

日

4 月 1 日

4 月 1

日

日

月

日

日

日

12

4 月 1

日

平成 21 年 3 月 31 日

4 月
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指令台システム整備事業完了

日 斜里消防団旗を更新

消防本部・署庁舎（事務所棟）の改築工事完了

清里分署に緊急通報受付指令設備を設置

日 清里分署に油圧式救助資機材を更新配備

平成 29 年 1 月 日

8 月 8 日 清里消防団旗を更新

7 月

8

6 月 27 日 清里消防団第1分団の小型動力ポンプを更新配備

4 月 11 日

8 月 5 日 斜里消防団第６分団の小型動力ポンプを更新配備

清里分署からの消防本部職員の派遣が終了

4 月 1 日 消防本部職員１名採用

3

4 月 11 日 斜里地区消防組合消防署が消防救急デジタル無線運用を開始

消防本部・署庁舎（事務所棟、車庫棟）の改築工事着工

11 月 17 日 北海道知事より斜里消防団に表彰旗が授与された

平成 28 年 1 月 9 日 危険物安全協会より創立50周年記念事業としてテント3張の寄贈

小清水分署長に 加藤 省二 氏が就任

4 月 1 日 清里消防団長に 竹端 義弘 氏が就任

5 月 20 日 清里分署長に 野呂田 成人 氏が就任

4 月 1 日

小清水分署に緊急通報受付指令設備を設置

4 月 1 日 消防長に 八幡 盛幸 氏が就任

4 月 1 日 斜里消防署長に 七條 信之 氏が就任

3 月 15 日

ウトロ分署長に 神田 和幸 氏が就任

8 月 25 日 消防本部本部車を更新配備（トヨタカローラワゴン）

平成 27 年 3 月 3 日 小清水分署、清里分署、ウトロ分署の３分署が消防救急デジタル無線仮運用を開始

4 月 1 日

小清水消防団第1分団の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水3号車）

4 月 1 日 斜里消防署長に 八幡 盛幸 氏が就任

4 月 1 日 清里分署長に 河合 雄司 氏が就任

平成 26 年 2 月 28 日

斜里消防署の高規格救急自動車を更新配備（車両本体はJA共済より寄贈）

平成 25 年 4 月 1 日 斜里消防団長に 五十嵐 一彦 氏が就任

4 月 1 日 清里消防団長に 森崎 正章 氏が就任

10 月 18 日

月 31

小清水分署長に 長町 哲夫 氏が就任

4 月 1 日 清里分署長に 二瓶 正規 氏が就任

7 月 19 日 斜里消防団第１分団が北海道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部　準優勝）

4 月 1 日

月 11 日

清里消防団第2分団庁舎新築（旧札弦分遣所）

9 月 30 日 小清水分署消防職員住宅完成（平屋建 3戸）

3 月 30 日 斜里町ウトロ東426番地1にサイレン塔新設

月 29

4 月 1 日 斜里消防署長に 田中 宏 氏が就任

平成

小清水町浜小清水地区のサイレン塔改修整備

4 月 5 日

3 月 25 日 ウトロ分署はしご付消防自動車重整備実施

緊急消防援助隊（北海道第8次派遣隊）として1隊（車両1台 隊員2名）が宮城県石巻市へ
派遣された

8 月 24 日 斜里消防団第1分団の小型動力ポンプを更新配備

10

25 日 小清水消防団第2分団及び第3分団の小型動力ポンプを更新配備

3 月 3 日 消防庁長官より小清水消防団に竿頭綬が授与された

平成 23 年

9

日

日

月 3

5

3 月

月 7 日

5 月

22 年 1 清里分署の救急自動車を高規格救急自動車に更新配備

10 月 8 日 清里分署の指令車を更新配備

小清水分署の救急自動車を高規格救急自動車に更新配備（車両本体はJA共済より寄贈）

12

10

月 10 日 清里分署庁舎第2車庫を改築

平成 21 年

清里消防団の定数を100名から90名に改正

8 月 30 日 小清水消防団秋季消防演習から小清水消防団防災訓練に変更し実施

月 日

日4 月 1

消防庁長官より消防本部に竿頭綬が授与された

消防庁長官より清里消防団に竿頭綬が授与された

月

1 月

日

月

3

日

3 日

15

小清水分署の水槽付消防ポンプ自動車を更新配備（小清水1号車）

小清水町と小清水消防団合同の小清水町防災訓練を実施

小清水分署長に 山本 新一 氏が就任

ウトロ分署の高規格救急自動車を更新配備（斜里第一漁業協同組合より購入金額の
32,000千円のうち21,000千円の寄附）

小清水消防団の定数を100名から90名に改正

4 月 1 日

日 小清水分署消防職員住宅完成（平屋建 3戸）

2 17 日

1 日

23 日

月

平成

3

4 月

月

27

3 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

9 月 30

24 年 日

20

7 月 1 日

29

24

3 月 31 日
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斜里消防署に消防装備購入資金として中田 本子 氏、株式会社中田建機より１，０００千円
の寄附

斜里消防団第1分団に救助用資機材搭載型消防ポンプ自動車を配備（総務省消防庁無償貸付
車両）

日 デジタル無線・指令システム更新整備２期目12 月

斜里消防署に水槽付消防ポンプ自動車（CD-Ⅱ型）を更新配備（斜里タンク２）

4 月 1

ウトロ分署に大型水槽車（９，８００L）を配備（斜里水槽１）令和

4 月

月

4

令和

日

日

日

20

デジタル無線・指令システム更新整備

ウトロ分署庁舎非常用発電機更新整備

清里消防団第2分団の6号車を更新配備

斜里消防署に会計年度任用職員１名採用

ウトロ分署に高規格救急自動車を更新配備

斜里消防団長に 長谷川 宏文 氏が就任

ウトロ分署長に 佐藤 栄次 氏が就任

斜里消防署長に 佐藤 慶典 氏が就任

消防長に 今野 克美 氏が就任

5

7

日 清里分署長に 岡崎 亨 氏が就任

日

月 1

平成 30 年 4 月 1

清里消防団第2分団の小型動力ポンプを更新配備

日14月7

3 月 小清水分署からの消防本部職員の派遣が終了

緊急消防援助隊に消火小隊1隊、救急小隊１隊を増隊登録（登録隊合計３隊、消火小隊２
隊、救急小隊１隊）

日

日 ウトロ分署長に 佐藤 慶典 氏が就任月

小清水消防団長に 桑迫 孝幸 氏が就任

ウトロ分署長に 古谷 雅寛 氏が就任

斜里消防署に指揮車を更新配備（斜里指揮１）

北海道消防協会長より小清水消防団に竿頭綬が授与された

ウトロ分署長に 髙橋 美和 氏が就任

清里分署に高規格救急自動車を更新配備

小清水分署に再任用職員１名採用

清里分署長に 内野 智也 氏が就任

斜里消防署長に 上見 崇 氏が就任

消防長に 佐藤 慶典 氏が就任

消防庁長官より小清水消防団に表彰旗が授与された

24

再任用職員１名採用、斜里町役場総務部へ派遣

1 日

1 日

知床半島カシュニの滝沖合で、乗員２名、乗客２４名が乗船した遊覧船沈没事故が発生。
北海道広域消防相互応援協定に基づき道東地区６消防本部に対し救急隊の応援を要請、ま
た、北海道に対し消防防災ヘリコプターの出動を要請

23

1

1 日

日

日

日 小清水分署長に 古田 大智 氏が就任

消防庁長官より清里消防団に表彰旗が授与された

小清水分署に高規格救急自動車を更新配備（車両本体はJA共済より寄贈）

小清水消防団の定数を90名から95名に改正

日

1

日

4 月 1 日 小清水消防団長に 不破 泰志 氏が就任

小清水分署長に 不破 和巳 氏が就任4

平成 29 年 3 月 7 日 消防本部・署庁舎（車庫棟）の改築工事完了、竣工式挙行

月 10

年

10 月

1

年 2 月 17

日

6 月 21 日

4 月 1

10 日

4

4 月 1 日

19 日

令和 6 年 3 月 14 日

10 月

日

5

3 月 23

月4

3 月 22

3 月

11 月 24 日

月 10 日

日

4 月

9 月 30 日

日

3

令和 月

4 月

2 年

4 月 1 日

9

斜里消防署に臨時職員１名採用

4 月 1

日 消防本部に緊急消防援助隊エアーテントを購入配備6 月 26

日

3 月 26 日

日4 月

4

1

8 月

1

消防本部職員１名採用

1 日

3 年 1

月

1

4 月

4 月 1 日

月 24

月

消防庁長官より斜里地区消防組合消防本部及び斜里消防団に表彰旗が授与された

4

26 日 清里消防団第３分団の８号車を更新配備

1 日 清里消防団長に 漆原 淳 氏が就任

清里消防団第1分団が北海道消防操法訓練大会に出場（小型ポンプの部）

4 月

令和 元 年 5 月 1

日

平成 31 年

31 日

月 1 日

10 月

令和

1 日

3 月 6 日

4

4 月 1 日

-  15  -



第9代組頭に 吉野 由太郎 氏が就任

森田式ガソリンポンプ1台を第2部に購入配備

1 月

斜里警防団中斜里分団が発足

6 月 21

月

20 日 森田式普通ポンプ自動車1台を購入配備（購入費 530千円）

6 月

年

昭和

18 年 12

3輪消防ポンプ自動車が寄贈された（勤労号）

初代消防団長に 山中 高公 氏が就任

警防団令が施行され警防団に改称され2分団制となる　（第1分団　4部16班  179名
第2分団　8班　82名）

11 月 1

日

15 日

月

年

年

21

第15代組頭に 吉野 清吉 氏が就任

第4代消防団長に 水柿 雄四郎 氏が就任

斜里市街火災により建物9棟8世帯が焼失

斜里町消防団第6分団がウトロ地区に発足

第3代消防団長に 中村 次吉 氏が就任

第2代警防団長に 小林 直喜 氏が就任

日 初代警防団長に 野々宮 新吉 氏が就任

ガソリンポンプ1台購入配備

1 日

10 月

斜里町消防団第3分団が以久科地区に発足

斜里町消防団第4分団が三井地区に発足

第5代組頭に 山田 忠太郎 氏が就任

第4代組頭に 元木 善蔵 氏が就任

手動式ポンプ購入（150円）

森田式ガソリンポンプ1台を第１部に購入配備

第8代組頭に 新居 茂平 氏が就任

第2代及び第3代組頭に 堺谷 定次郞 氏が就任

公設斜里消防組が設立　初代組頭に 平田 嘉吉 氏が就任

1 日

【斜里町】

明治 43

消防組庁舎が新築された

日

第11代組頭に 吉川 寛 氏が就任

大正 15 年

4 月

大正

優良消防組として、第１部及び第２部が北海道警察部長より金馬簾一条の使用が認許された

7

9

日

27 日

月

昭和 22 年 7 月

日 第3代警防団長に 山中 高公 氏が就任

昭和 21 年 6 月

月 1

第7代組頭に 吉川 寛 氏が就任

日 第14代組頭に 松原 憲治 氏が就任

消防組が2部制となる

第6代組頭に 岡島 末二郎 氏が就任

昭和 29 年 5 月

日

日

月

昭和

年

4

月

昭和 9

月 23

昭和 11

11 月 1

24 年

月

5 月 1

日

1 日

8 年

4 月

10 年

昭和 28 年 5 月 7 日

5

30

1 月 31 日

27 日

23 年 4 月 1 日

月 18

1

日

月 27 日

5 月

日

日

昭和

昭和

4

日

昭和

6

森田式普通消防ポンプ自動車1台を購入配備

消防委員会が発足し、町議会議員3名、消防団長、消防後援会長、学識経験者2名の7名で
構成され、斜里町の消防行政に貢献した（昭和48年3月の消防組合発足に伴い解散）

4 月

8 月 1

31

29 日 第2代消防団長に 芳賀 金三 氏が就任

昭和 26 年 6

第2代消防長に 中村 次吉 氏が就任27

中斜里地区に貯水槽が落成し放水試験の帰途中に川上西1線排水路に消防自動車が転落し
五味 基 氏(33歳)が死亡し、3名が重傷、9名が軽傷を負った

消防本部が設置され、初代消防長に 山中 高公 氏が就任

日

月

森田式水槽付消防ポンプ自動車1台を第1分団に購入配備（購入費 2,750千円）

27

斜里警防団から斜里町消防団に改称

7 月 27 日

8

8 月

4

1 日 第12代組頭に 野々宮 新吉 氏が就任

　

斜里市街火災により建物5棟9戸が全焼した

消防組が2部制から3部制となる

第16代組頭に 野々宮 新吉 氏が就任

14

1

日

昭和 7 年 6

昭和 4 年 3 月

斜里町始まって以来の大火にみまわれ48棟61戸を焼失し213千円の損害となった

ガソリンポンプ1台を第3部に購入配備

23

森田式ガソリンポンプ1台を第2部に購入配備

昭和

庁令により第1部部長1名、小頭2名、消防手定員40名、第2部部長1名、小頭2名、消防
手定員35名となる

8 月

無火災の功績により、第1部及び第2部が道庁長官から功績状を下附され表彰される

5 月 1 日

14 年 3 月 1 日 第10代組頭に 斉藤 萬吉 氏が就任

第13代組頭に 藤井 音吉 氏が就任

昭和 3 年 4 月

大正 13 年

大正 12 年

10 月 1 日

大正 11 年 6 月

12 月

大正

大正 7 年 4 月 1

大正 6 年 6

明治 44 年

日

月

12 月

年 7 月

明治 40 年 5 月

組合設立以前の沿革

日6 月 12

第1部の下町及び第2部の上町が共に部長1名、小頭2名、消防手25名、組頭以下95名となる
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22 日 第6代消防団長に 斎藤 太郎 氏が就任

26 日

第４分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

斜里消防団に団本部を設置

第１分団に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 2,700千円）

宇登呂分遣所に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（ウトロ号）

第３分団消防庁舎が落成

第３分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

消防署に日本赤十字社から救急自動車の配備を受け更新配備

第2分団に小型動力ポンプ付積載車を購入配備

第4代消防署長に 阿部 年男 氏が就任

第6分団消防庁舎が落成

4 月 1

5

斜里消防団規則を制定（定員140名）

第3代消防団長に 村田 幸四郎 氏が就任

第6分団に小型動力ポンプを購入配備

斜里町消防本部規則を制定

消防用無線機を購入（基地局1　移動局1）

消防独身寮を新築（木造モルタル2階建　194㎡　建築費 2,570千円）

消防本部庁舎を新築（鉄筋コンクリートブロック造2階建　497.46㎡　建築費 6,800千円）

斜里消防団第5分団が峰浜地区に発足

斜里町消防団を斜里消防団に改称（定員 125名）

第2分団に小型動力ポンプを購入配備

第5分団に小型動力ポンプを購入配備

第1分団に網走信用金庫から普通消防ポンプ自動車1台が寄贈され配備し「信用金庫号」と命名

第6分団に消防ポンプ自動車を購入配備（トヨタ ランドクルーザー　購入費 1,900千円）

消防署に指令車を購入配備（購入費 400千円）

第３代消防署長に 村上 健吾 氏が就任

第２代消防署長に 和田 新二 氏が就任

第４代消防長に 斎藤 太郎 氏が就任

北海道知事より斜里消防団に竿頭綬が授与された

日本赤十字社より救急自動車の配車を受け救急業務を任意で開始

初代消防署長に 斎藤 太郎 氏が就任

第4分団消防庁舎が落成

斜里消防組織規定を制定

政令により斜里町消防署を設置

第4分団に小型動力ポンプを購入配備

初代宇登呂分遣所長に 橋本 昭夫 氏が就任

宇登呂分遣所を設置

消防署配備の水槽付消防ポンプ自動車を第6分団に配備（配置転換）

消防署に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備日

日11

1

日

月 29 日

9 月 9

5 月 29

斜里消防団が団本部と6分団制を施行（定員 140名）

5 月 25 日

23

年 11 月 15 日

1 月 1

43 年

日

日

6

昭和

月

10 月

11 月

31 年 5

4 月

33

昭和

23 日

24

日

日

昭和 39 日

年

31

日5 月

月 日

12

昭和 35 年 9 月 15 日

月

月

37 年 7 月 25 日

日

13

日10 月 3

10

月 4

6 月 3 日

月

10 月 10 日

38 年 7

昭和 44

11

15

911

年

9 日

42 年

12 月 23 日

昭和

月 1 日

8 月

月 27 日

昭和

昭和 45

月

昭和 46 年 4 月 1

1 月 31 日

年

9 月 30

昭和

昭和 48 年

9

47

日

月

斜里町消防団第1分団出初め式において、消防団員の 菱川 義男 氏(34歳)が登梯中に転落し死亡年 1 月 4 日

11

月 12

昭和

5

12 月

5 月 10

10 月 31

40 年 4

昭和

11 月 27

月

日

昭和

日

4 月 1 日

9昭和

月 8

日

日

30

11

年 1

日

月 4

9

月

月

9 月 14 日

8

15

第3分団に小型動力ポンプを購入配備

第1分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備し「町民号」と命名（購入費 3,263千円）

日

日

日

日

日

12

日

第5代消防団長に 中村 次吉 氏が就任
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第5分団にガソリンポンプ車を購入配備（購入費 2千円）

消防法の制定により小清水村警防団を解散し、小清水村消防団を組織する（定員 128名）

札鶴消防組に小清水消防組より20馬力ガソリンポンプ1台が配備され、機械置場の増築を
し組織のの充実を図る

私設止別消防組を消防手24名で組織、初代組頭に 渡辺 幸次 氏が就任

札鶴消防組 山口組頭外28名の寄附により札鶴消防組器具置場を建設（木造柾葺平屋建1棟
35.4㎡　建設費 200円）

年 4 月 12

日 小清水消防組初代組頭に 佐藤 福三郎 氏が就任

大正

私設小清水組を組織し、消防手 35名、腕用ポンプ1台(380円)を配備

9 年 5 月

5 月 10

5 月 10 日

日 私設小清水消防組から公設小清水消防組に昇格

【小清水町】
大正 8 年

大正 15 年 2 月 12 日 小清水消防組第4代組頭に 斉藤 梅吉 氏が就任

10 日 小清水消防組が優良消防組として、北海道庁警察部長より金馬簾第1条の使用を認許

大正 12 年 9 月 26 日

大正 11 年 6 月

4 月 1 日

大正 10

昭和 2 年

日 私設札鶴消防組を組織し、消防手28名、機械置場を設置し腕用ポンプ1台を配備

12 月 6 日 午前10時15分 村立小清水尋常高等小学校（現9区 南浄水場前）小使室より出火、同校舎
1棟を焼失し午後1時に鎮火

昭和 5 年 5 月 27

4 月 30 日 小清水7区で8棟6世帯が全焼

昭和 3

私設札鶴消防組が公設札鶴消防組に昇格

年 4 月 11

日 札鶴消防組第2代組頭に 田高田 安吉 氏が就任

3 月 25 日 山崎 清吾 氏より、ガソリンポンプ1台の寄贈を受ける

7 月 9 日 札鶴市街が大火に見舞われ11棟11世帯を焼失する

昭和 6 年 3 月 31

5 月 27

組員による浄財で小清水消防番屋を建設（現3区 小清水中央公民館付近　建設費 １.2千円）23

7 月 1

古樋火防組合設立 北海道庁長官認可 初代組合長に 石沢 清七 氏が就任

7 月 1 日 止別火防組合設立 北海道庁長官認可 初代組合長に 渡辺 幸次 氏が就任

私設古樋消防組を消防手20名で組織、初代組頭に 石沢 清七 氏が就任

昭和

昭和 7 年 3 月 1 日

昭和 9 年 4

小清水消防組より腕用ポンプ1台を配備

5 月 10 日 小清水消防組旗を購入

日

8 年

4 月 1 日

日

月 14

札鶴消防組第3代組頭に 藤井 清基 氏が就任7

9 月 7

19

月 15 日 小清水消防組に森田式フォードポンプ車を購入配備（購入費 5.5千円）

昭和 11 年

昭和

7 月

6

10 年 5 月 24 日

28 小清水消防組火の見櫓を建設（現3区小清水中央公民館付近　建設費 585円）

7 月 15 日 消防番屋に火の見櫓を建設

15 日 日新小学校校舎の払い下げを受け、止別消防組に火の見櫓を建設（南3号8線）

7 月 15 日

日 皆既日食警備出動（小清水小学校 校庭）

15

古樋消防組が 石沢 清七 氏より自費購入による腕用ポンプ1台の寄贈を受ける

小清水消防組にガソリンポンプを購入配備（購入資金の一部として組員が2千円を村へ寄附）7 月 日

6 月

7 月

9 月 8

警防団令(告示第338号)が施行され、斜里警察署管轄により小清水村一円を統括する小清
水村警防団となる
各分団の管轄区域は、第1分団が小清水市街地区、第2分団が札鶴地区（現 清里町札弦）、
第3分団が新津軽地区（現 小清水町止別）、第4分団が蒼瑁地区（現 小清水町浜小清
水）、第5分団が上札鶴地区（現 清里町緑）

昭和

9 月 1 日 札鶴消防組第4代組頭に 山口 三次郎 氏が就任

小清水消防組 横道組頭外34名の寄附による手引きガソリンポンプ1台を小清水消防組に配
備（購入費 1.75千円）

14 年

18 年 4 月 1 日 上斜里村（現 清里町）分村により、副団長 山口 三次郎 氏が退任し第3分団が第2分団、第
4分団が第3分団となる

4 月 1 日

21 日 村立小清水尋常小学校南側保育教室より出火し、校舎が全焼

9 月 18 日

12 月

4 月 初代団長に 横道 彦吉 氏　初代副団長に 中島 喜左衛門 氏及び 山口 三次郎 氏がそれぞれ就任

昭和

昭和 16 年 10 月

7 月

副団長の 中島 喜左衛門 氏が退任

22 年 8 月 28 日

旧海軍航空基地より撒水車の払下げを受け、ポンプ自動車に改造して第1分団に配備

昭和 21 年 3 月 31 日

29 日 小清水市街2区で24棟22世帯が全焼した火災が発生（損害額 120千円）

昭和

昭和 20 年 10 月

5

日

7 月

月 1

日

日

月 1

日

日

斜里村のうち止別、蒼瑁の2ヶ村を分離して小清水町と称し、2級町村制を施行

日 小清水消防組第5代組頭に 横道 彦吉 氏が就任

25

小清水消防組第3代組頭に 白田 菊太郎 氏が就任

日 小清水消防組第2代組頭に 安達 政次郎 氏が就任

1 日

日

小清水消防組 横道組頭外39名の寄附により小清水消防器具置場を建設（現4区網走信用金
庫小清水支店西側　木造柾葺2階建1棟　145.2㎡　建設費1.1千円）

札鶴消防組初代組頭に 田渕 市太郎 氏が就任

月

6月30日に発生した上札鶴金沢木工場の火災に小清水消防組と札鶴消防組が出動し、組員
一同がその職責を全うし功績顕著と認められ小清水消防組には感謝状、札鶴消防組には金
馬簾第1條の使用認許状が北海道庁長官より授与された

日
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日 消防委員会が設置され、初代委員長に 小野 吉右エ門 氏が就任し、委員長外5名の委員で構
成された

８ 月 28

日 第2代団長に 高谷 金作 氏が就任

昭和 22 年 8 月 28 日 初代団長に 横道 彦吉 氏　初代副団長に 高谷 金作 氏及び 渡勘 四郎 氏がそれぞれ就任

昭和 24 年 5 月 31

日 常勤団員1名採用（池上 喜平）

6 月 1 日 第2分団にフォードガソリン手引き消防ポンプ(T4気筒)を購入配備（購入費 3千円）

昭和 23 年 6 月 1

第2分団の火の見櫓を建設（木造1塔  工事費 100千円）

10 月

月 21 日 第3代団長に 竹村 菊治 氏が就任

7 月 1

第1分団下町車庫を建設（現2区役場車庫北側　木造柾葺平屋建　46.28㎡  建設費 230千円）8 月 28 日

第3分団消防番屋を建設（木造柾葺2階建1棟　95.87㎡　建設費 300千円）

11 月

昭和 26 年 2 月 8 日 第3分団に可搬動力ポンプ及び動力サイレンを設置

1 月 3 日 小清水5区で7棟4世帯が全半焼し焼死者1名

10 月 1 日 町制施行により小清水村消防団から小清水町消防団に改称　機構は、消防長 藤原 教、団長
竹村 菊治、副団長 佐藤 福正、第1便団長 中島 喜悦、第2分団長 柴田 義輝、第3分団長
石田 一男であり、分団には庶務班、機械班、消火班、警戒班、救護班がそれぞれ設置さ
れ、装備については、ポンプ自動車2台、手挽ポンプ3台、腕用ポンプ2台、貯水槽3基、
貯水井16ヶ所となった

日 字名改正により古樋から浜小清水となる

昭和 27 年 6

4 月

昭和 28 年

日 第2分団に可搬動力ポンプを配備

5 月 14 日 第1分団に森田式ニッサンタンク車を購入配備（購入費 2,500千円のうちタンク車購入期
成会(会長 横道 彦吉 氏)より、1,000千円の寄附を受ける）

昭和 29 年 5 月 6

昭和

第2分団に可搬動力ポンプを配備

７ 月 24 日 小清水4区で23棟14世帯が全焼（応援車両 網走2台、斜里2台、清里2台、札弦2台　損
害額 5,000万円）

1 日 常勤団員を1名増員し2名となる

31 年 11 月 10 日 小清水市街火防組合長 小笠原 健夫 氏より常勤職員住宅の寄附を受ける（現7区　木造柾葺
平屋建1棟　50.41㎡ ）

9 月 27 日 第4代団長に 関根 禎作 氏が就任

昭和 30 年

昭和 34 年 5 月

1 日 常勤団員を1名増員し3名となる

12 月 10 日

昭和

10 月

小清水4区の飲食店（バー）の内部が半焼し焼死者2名

昭和 37 年 7 月 8 日 第1分団に網走信用金庫よりタンク車の寄贈を受け配備（信用金庫号）

11 月 21

第2分団車庫を新築（1階補強コンクリートブロック造2階木造モルタル塗　延面積
127.26㎡　建築費 720千円）

日 第3分団に可搬動力ポンプを配備

36 年 10 月 1 日 横道 彦吉 氏の寄贈による消防庁舎を新築（1階補強コンクリートブロック造2階木造モル
タル　延面積 326.23㎡　建築費 3,471,878円）

日

10 月 5

日 望楼建設（鉄筋造4脚　地上15ｍ）

10 月 5 日 第2分団に可搬動力ポンプを配備

8 月 4

10

日 常勤団員を1名増員し4名となる

5 月 3 日 優良少年消防クラブとして、止別少年消防クラブが全国テレビ放映される

月 23 日 小清水5区の農協車庫が半焼し焼死者1名

昭和 38 年 4 月 1

日

10

第5代団長に 中島 喜悦 氏が就任

11 月 22 日 第3分団車庫を新築（1階補強コンクリートブロック造2階木造モルタル塗　延面積
129.22㎡　建築費 1,120千円）

日 第3分団に可搬動力ポンプを購入配備

昭和

5 月 13 日

昭和 40 年 6 月

1

第2分団にタンク車を購入配備（森田式　購入費 2,500千円）

39 年 12 月 21 日 第1分団にポンプ車を購入配備（森田式　購入費 2,450千円）し、第1分団に配備してい
たポンプ車を第3分団に配置転換

日 消防団常備部を設置（部員4名）

昭和

11 月 29 日

昭和 41 年 4 月 1

日 第1分団にポンプ車を購入配備（森田式　購入費 2,450千円）

41 年 2 月 15

月 15 日 第1分団にタンク車を購入配備（森田式　購入費 4,000千円）

9 月

第3分団にタンク車を購入配備（購入費 3,000千円のうち、上田産業株式会社より500千
円、株式会社中島商店より250千円、小清水林産工業協同組合より250千円、小清水農業
協同組合より250千円、小清水町開拓農業協同組合より250千円の総額1,500千円の寄附
を受ける）

10 月 12

日 任意消防本部を設置し庶務、予防の2編成となり職員5名により任意の救急業務を開始

4 月 1 日 初代消防長に 山内 晴雄 氏が就任

昭和 44 年 4 月

12 日 北海道知事より竿頭綬が授与された

日 消防職員1名増員し6名となる

昭和 43 年 8 月 1 日 常備部員1名増員し5名となる

昭和 45 年 7 月 1

斜網澱粉工場株式会社より消防施設整備資金として、100千円の寄附を受ける

11

11 月
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昭和 45 年 12 月 7 日

昭和

第2分団に可搬動力ポンプを購入配備昭和 47 年 4 月 19

団旗購入（購入費 100千円のうち元団長 関根夫人より50千円の寄附）

12 月 12 日 日本赤十字社より救急自動車の配車を受ける（ⅠB型）

46 年 12 月 1 日 職員待機宿舎を新築（3棟6戸　補強コンクリートブロック造　延面積 327.16㎡　建築費
9,800千円）

日
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第2代組頭に 村尾 次二 氏が就任

月

大正 14 年 10 月

明治の末期開拓者の入村を散見、漸次沼地に商家が建設され、連担戸数40戸に達し、小市
街の形態を備えた
私設消防組が設立され、初代組頭に 杉本 豊喜 氏が就任
斜里消防組より腕用ポンプ1台及び付属品、野坂 良吉 氏(網走市)より消防梯子1脚を寄
贈、定員42名で発足

日 札鶴消防組第2代組頭に 田高田 安吉 氏が就任

日 20馬力ガソリンポンプを購入配備（420円）

【清里町】
大正 12 年 8 月

5 月 20

第3代組頭に 湯浅 理三 氏が就任

昭和 3 年 4 月 10 日 公設上斜里消防組が設立され、初代組頭に 飯沼 弥八 氏が就任

大正 15 年 12

上斜里消防組第3代組頭に 川村 幸助 氏が就任

5 月 27

優良消防組として、北海道警察部長より金馬簾一条の使用が許可された

5 月 27 日 私設札鶴消防組が設立され、初代組頭に 田渕 市太郎 氏が就任

昭和 5 年 5 月

上斜里消防組第4代組頭に 山田 一 氏が就任

10 月

上斜里消防組第5代組頭に 高島 石太郎 氏が就任

昭和 4 年 6 月 第2代組頭に 関山 松二郎 氏が就任

昭和 6 年 4 月 1

日 札鶴消防組に機械置場を設置し、腕用ポンプを購入配備

札鶴市街が大火に見舞われ11戸を焼失

8 月

公設札鶴消防組が設立され、初代組頭に 藤井 清基 氏が就任

昭和 8 年 7 月 上斜里市街地が大火に見舞われ28棟25戸が焼失

上斜里消防組に機械置場と消防会館を新築（132㎡　建築費 1.6千円）

昭和 7 年 6 月

7 月 9 日

上斜里消防組にガソリンポンプ1台を購入配備（購入費 2千円）

7 月 1 日

日 6月30日に発生した上札鶴金沢木工場の火災に上斜里消防組が出動し、組員一同がその職
責を全うし功績顕著と認められ上斜里消防組には金馬簾第1條の使用が認許された

昭和 9 年 6 月

9 月

10 日

昭和 17 年

8 月

4 月 1 日 上札鶴地区に小清水警防団第5分団が発足（分団長 大石 兼記 氏）

4 月 1 日 札鶴消防組が警防団と改称し小清水警防団第2分団となる（分団長 渡辺 武 氏）

　 上札鶴地区に地元住民の寄附と警防団員の労力奉仕により機材置場を建設

昭和 16 年 10 月

　 第5分団(上札鶴)に地元住民の寄附によるガソリンポンプを購入配備（購入費 6,576円）

第5分団(上札鶴)にガソリンポンプ車を購入配備（購入費 2千円）

昭和 18 年 7 月 1 日

上斜里村消防団 初代団長に 辻 稔 氏が就任

4 月

9 月 　 団旗を購入し入魂式を執行

2 月

22

上斜里分村により札鶴、上札鶴を合併し上斜里警防団となり、初代警防団長 辻 稔 氏、第1
分団長 魚谷 林二 氏、第2分団長 渡辺 武 氏、第3分団長 国安 秀雄 氏 が就任

　

　 消防本部に消防ポンプを購入配備（350千円）

消防職員を1名採用

9 月 　 札鶴消防会館を地元住民の寄附により新築

昭和 24 年 4 月

日 消防法の制定により警防団を解散し、上斜里村消防団を組織する

4 月 22 日

9 月

消防本部に火の見櫓を建設

月

第3分団（緑地区）に機械置場及び消防会館を設置（109㎡　建築費 230千円）

昭和 26 年 10 月 　 第2分団（札鶴地区）の機械置場を増改築（工事費 130千円）

日 第2代消防団長に 魚谷 林二 氏が就任

9 月 　 消防本部庁舎を新築（178㎡　建築費 610千円）

昭和

　

　

月 1

12 月 30

昭和 31 年 5

月 1

昭和 30 年

4 月

25 年 4

8 月

11 月

1 日 第2分団に手引き動力ポンプを購入配備（購入費 600千円）

4

日 消防本部に全村からの寄附により、消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 1,900千円）
し、消防本部に配備していたガソリンポンプを第3分団に配置転換

昭和 27 年

　

8 月

昭和 29 年

月 1 日 第3代消防団長に 村尾 光雄 氏が就任

10

日 上斜里村消防団に団本部を設置

昭和 34 年 3 月 20

日 上斜里村消防団を清里町消防団に改称（定員 155名）

月 1 日 消防職員を1名増員（2名）

8

　 消防本部に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 2,500千円）

1

日 第2分団に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 1,480千円）

4 月 1 日 第4代消防団長に 篠田 鐘一 氏が就任

日 第3分団に消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 1,980千円）昭和 34 年 10 月 24

年 2 月

日 札鶴消防組 山口組頭外28名の寄附により札鶴消防組器具置場を建設（木造柾葺平屋建1棟
35.4㎡　建設費 200円）

　

7

日

昭和

上斜里消防組が警防団と改称し斜里警防組第2分団となる（分団長 辻 稔 氏）

9 月 8

　 上斜里消防組第6代組頭に 木下 忠平 氏が就任

11 年 5 月 10 日 札鶴消防組に小清水消防組よりガソリンポンプ1台の寄贈を受け機械置場を増改築し組織の
充実を図った

昭和 10

11 月

昭和 14 年 4 月 1
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月 12 日 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 2,850千円）

昭和 38 年 4 月 1

消防職員1名を第3分団に配属

昭和 37 年 5 月 1

昭和 36

日 消防職員を1名増員（3名）

日 消防職員を2名増員（5名）

10

年 8

月 1 日

4 月 1 日 消防職員1名を第2分団に配属

年 4 月 10 日 第2分団に可搬式小型動力ポンプを購入配備（購入費 380千円）

昭和 42 年 11 月 1

月 1 日 第5代消防団長に 矢島 正太郎 氏が就任

10 月 20 日 第3分団に可搬式小型動力ポンプを購入配備（購入費 350千円）

昭和 40 年 4

日 消防本部に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 3,500千円）

昭和 43

日 第2分団に水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 4,600千円）

11 月 1 日 消防職員1名増員（7名）

昭和 46 年 10 月 18

昭和 45 年 12 月 1 日 日本赤十字社より救急自動車(ⅠB型)の配車を受け救急業務を開始

日 消防本部に職員住宅を新築（205㎡　建設費 9,000千円）

12 月 1 日 消防職員1名増員（6名）

11 月 20

日 北海道知事より竿頭綬が授与された

11 月 20 日 第2分団の消防庁舎及び職員宿舎を新築（129.6㎡　建設費 5,020千円）

11 月 18

日 第3分団の消防庁舎及び職員宿舎を新築（129.6㎡　建設費 5,020千円）

9 月 3 日 水槽付消防ポンプ自動車を購入配備（購入費 4,900千円）

9 月 3

昭和 47 年 8 月 10 日 第6代消防団長に 大西 章 氏が就任
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

櫛 引 政 明 平成 23 5 1 令和 5 4 30

午 来 昌 昭和 62

50 4 30 小 清 水 町 長

山 内 晴 雄 昭和 50 5 1 昭和

重 成 彰 昭和 48 3 17 昭和

58 4 30 〃

氏 名

昭和

62 4 30 〃

5 5 1 現 在

19 4 30 〃

19 5 1 平成

5 1 平成

23 5 1 令和

60 7 15 〃

高 島 温 厚 昭和 60 8 26 平成 5 8 24 〃

北 岡 秋 一 昭和 58 5 1 昭和

歴 代 役 職 者 名 簿

管 理 者 令和６年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

〃

副 管 理 者

54 4 30 斜 里 町 長

船 津 英 雄 昭和 54 5 1 昭和

藤 谷 豊 昭和 48 3 17

就 任 期 間 備 考

23 4 30 〃

山 内 浩 彰 令和

村 田 均 平成

馬 場 隆 平成 5 4 30 〃

中 村 彌 一 昭和 48 3 17 昭和 50 4 30

17 8 24 〃

久 保 弘 志 平成 29 8 25 現 在

5 8 25 平成

〃

河 合 淳 平成

林 直 樹 平成 17 8 25 〃平成

48 3 17 昭和

〃

橋 場 博 平成 7 5 1 平成 23 4 30

大 橋 道 生 昭和 50 5 1 平成 7 4 30

〃

古 谷 一 夫 令和 5 5 1 現 在 〃

62 7 10 〃

〃

50 2 24 斜 里 町 助 役

高 橋 春 雄 昭和 50 7 10 昭和

村 田 幸四郎 昭和

横 山 保 雄 昭和 62 7 11 平成

58 7 9

松 葉 勇 昭和 58 7 11 昭和

3 4 30

皆 川 忠 義 平成 3 5 9 平成

23 4 30

7 5 8

関 根 郁 雄 平成 7 10 2 平成

芝 尾 賢 司 令和 5 6 23 現 在

19 4 30

川 副 秀 樹 平成 19 7 1 平成

阿 部 義 則 平成 23 8 1 平成 31 4

北 雅 裕

51 4 15 昭和

浜 田 誠 昭和 48 3 17 昭和

松 葉 勇 昭和 55 4 26 昭和

〃

収 入 役

氏 名 就 任 期 間 備 考

58 7 10 〃

〃

51 3 31 斜 里 町 収 入 役

竹 内 博 昭和

市 村 勝 平成 7 10 2 平成

長谷川 齊 昭和 58 7 11 平成

※　平成１９年３月３１日　収入役の廃止

29 8 24

19 3 31 〃

7 7 10 〃

55 4 14

〃

斜 里 町 副 町 長

〃

〃

清 里 町 長

〃30

〃

令和 元 5 10 令和 5 5 9 〃
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

〃

坂 田 秀 昭 令和 元 5 27 令和 5 4 30 小 清 水 町 議 会 議 長

6 6 平成 19 4 30 小 清 水 町 議 会 議 員

牧 野 民 夫 平成 11 6 1 平成

〃

田 中 誠 平成 27 5 21 平成 31 4 30 清 里 町 議 会 議 長

村 田 均 平成 15 6 6 平成 19 1 30

清 里 町 議 会 議 長

竹 内 鐐 来 平成 15

監査委員（識見）

松 木 憲 昭 平成 8 4 1 平成

〃

20 3 31 〃

篠 田 恵 介 平成 20 5 8 現 在

〃

清 水 貞 雄 平成 7 4 1 平成 8 3 31 〃

藤 川 清 昭和 63 3 25 平成 7 3 31

〃

太 田 英 夫 昭和 59 6 30 昭和 63 2 20 〃

田 中 光 男 昭和 51 7 31 平成 59 6 3

50 3 13 清 里 町 監 査 委 員

此 島 治 昭和 50 3 29 昭和

渡 辺 昇 昭和 48 3 24 昭和

51 6 23 〃

〃

重 成 一 男 平成 27 2 26 現 在 〃

〃

大 出 進 平成 5 12 27 平成 17 9 2

織 田 一 昭和 58 6 24 平成 5 7 12

〃

北 岡 秋 一 昭和 53 3 23 昭和 58 4 5 〃

嵯峨井 理 作 昭和 50 6 29 昭和 53 1 3

宮 山 貢 令和 3 5 15 現 在 〃

加 藤 久 雄 昭和 48 3 24 昭和 50 6 23 小 清 水 町 監 査 委 員

〃

金 澤 克 平成 15 6 6 平成 25 3 31 〃

鹿 俣 悍 規 平成 10 6 2 平成 15 3 31

6 5 8 斜 里 町 監 査 委 員

元 木 光 治 平成 6 5 31 平成

長谷川 悦 治 昭和 48 3 24 平成

10 5 30 〃

氏 名 就 任 期 間 備 考

平成 23 4 30 清 里 町 議 会 議 長

前 中 康 男 令和 5 6 6

村 尾 富 造 平成 19 6 15

現 在 清 里 町 議 会 議 長

坂 田 秀 昭 平成 23

15 4 30

清 里 町 議 会 議 長

國 定 榮 司 平成 7 7 11 平成 11 4 30 小 清 水 町 議 会 議 長

高 橋 泰 治 平成 3 7 11 平成 7 4 30

〃

工 藤 実 昭和 62 7 22 平成 3 4 30 小 清 水 町 議 会 議 長

高 橋 泰 治 昭和 58 6 24 昭和 62 4 30

〃

原 田 治 市 昭和 50 6 29 昭和 58 4 30 清 里 町 議 会 議 長

岩 船 康 典 昭和 50 3 29 昭和 50 4 30

氏 名 就 任 期 間 備 考

高 橋 隆 志 昭和 48 3 24 昭和 49 12 30 小 清 水 町 議 会 議 長

〃

須 田 修 一 郎 令和 5 6 6 現 在 〃

議 会 副 議 長

金 盛 典 夫 令和 元 5 27 令和 5 4 30

木 村 耕一郎 平成 19 3 1 平成 31 4 30

〃

畠 山 良 三 平成 7 7 11 平成 15 4 30 〃

寺 谷 喜 八 平成 3 7 11 平成 7 4 30

永 田 次 男 昭和 62 7 22 平成 3 4 30

宮 内 武 昭和 50 6 29 昭和 62 4 30

7 8 小 清 水 町 議 会 議 長平成 27 4 30

議 会 議 長 令和６年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

赤 木 寅 一 昭和 48 3 24 昭和 50 4 30 斜 里 町 議 会 議 長

〃

〃

中 島 正 喜 平成 17 9 27 〃平成 26 12 25

〃小 林 鋼 一 平成 25 5 15 令和 3 5 14
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～古 田 大 智 令和 4 4 1 現 在 〃

令和 4 3 31 〃

古 川 博 平成 19 4 1 平成

山 本 新 一 平成 22 4 1 平成 24 3 31 〃

不 破 和 巳 平成 29 4 1

長 町 哲 夫 平成 24 4 1 〃平成 27 3 31

加 藤 省 二 平成 27 4 1

22 3 31

〃

島 敏 範 平成 17 4 1 平成 19 3 31 〃

菅 原 末 治 平成 10 4 1 平成 17 3 31

〃

〃

坂 本 貞 雄 平成 5 10 12 平成 10 3 31 〃

根 本 貢 平成 元 10 16 平成 5 10 11

〃

和 田 良 典 昭和 58 8 1 平成 元 10 15 〃

鬼 塚 日出男 昭和 52 4 1 昭和 58 7 31

氏 名 就 任 期 間 備 考

雪 下 勇 昭和 48 3 17 昭和 52 3 31 斜 里 地 区 消 防 組 合

〃

田 中 宏 平成 24 4 1 平成 26 3 31 〃

江 刺 隆 夫 平成 21 4 1 平成 24 3 31

〃

青 島 敏 平成 12 4 1 平成 21 3 31 〃

保 村 征 夫 平成 9 4 1 平成 12 3 31

〃

橋 本 昭 夫 平成 8 4 1 平成 9 3 31 〃

大 藤 實 平成 4 4 1 平成 8 3 31

村 上 健 吾 昭和 42 6

斜 里 地 区 消 防 組 合

湯 浅 明 平成 3 4 1 平成 4 3 31 〃

畔 木 計 佳 平成 58 7 1 平成 3 3 31

斜 里 町 消 防 本 部

昭和 48 3 17 昭和 58 6 30 斜 里 地 区 消 防 組 合
阿 部 年 男

昭和 45 1 8 昭和 48 3 16

45 1 7

40 12 22 斜 里 町 消 防 本 部

42 6 26 〃

〃

20 3 31 〃

佐 藤 慶 典 令和 3 4 1 現 在

〃平成 31 3 31

旭 仁 平成 20 4 1 平成 27 3 31

〃

金 田 清 見 平成 18 4 1 平成

〃

署 長

中 島 英 治 平成 14 4 1 平成 18 3 31

八 幡 盛 幸 平成 27 4 1

〃

矢久保 塞 平成 7 10 16 平成 14 3 31 〃

藤 井 孝 平成 3 4 1 平成 7 10 15

62 7 10 〃（消防長事務取扱）

畔 木 計 佳 昭和 62 7 11 平成 3 3 31 斜 里 地 区 消 防 組 合

松 葉 勇 昭和 59 7 1 昭和

齊 藤 太 郎 昭和 48 3 17 昭和

消 防 長 令和６年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

59 6 30 斜 里 地 区 消 防 組 合

〃平成 29 3 31

七 條 信 之 平成 27 4 1 〃平成 31 3 31

上 見 崇 令和 3 4 1 現 在 〃

小清水分署長

〃

八 幡 盛 幸 平成 26 4 1 平成 27 3 31 〃

氏 名 就 任 期 間 備 考

和 田 新 二 昭和 40 12 23 昭和

齊 藤 太 郎 昭和 40 5

〃

佐 藤 慶 典 平成 31 4 1 令和 3 3 31 〃

今 野 克 美 平成 31 4 1 令和 3 3 31

25 昭和

27 昭和
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

〃佐 藤 栄 次 平成 31 4 1 令和 5 3 31

七 條 信 之 平成 21 4 1 平成

〃

26 3 31 〃

古 谷 雅 寛 令和 6 4 1 現 在

佐 藤 慶 典 平成 29 5 1 〃平成

〃

高 橋 利 幸 平成 18 4 1 平成 19 3 31

江 刺 隆 夫 平成 19 4 1 平成 21 3 31

高 橋 利 幸 平成 9 4 1 平成 12 3 31

田 畑 伸 二 平成 12 4 1 平成 18 3 31

長 尾 勲 平成 3 6 1 平成 7 5 31

保 村 征 夫 平成 7 6 1 平成 9 3 31

橋 本 昭 夫 昭和 61 4 1 平成

湯 浅 明 昭和 57 6 1 昭和

氏 名 就 任 期 間 備 考

26 3 31 〃

内 野 智 也 令和 3 4 1 現 在

二 瓶 正 規 平成 24 4 1 平成

〃

ウトロ分署長

河 合 雄 司 平成

〃

高 橋 俊 幸 平成 17 4 1 平成 24 3 31 〃

荻 野 美 樹 平成 15 6 1 平成 17 3 31

〃

櫛 引 政 明 平成 15 4 1 平成 15 5 31 〃

樫 村 信 一 平成 7 5 12 平成 15 3 31

〃

林 順 一 平成 5 2 26 平成 7 3 31 〃

阿 部 誠 平成 3 7 10 平成 5 2 25

〃

河 合 健 宏 昭和 63 7 11 平成 3 7 9 〃

服 部 利 道 昭和 60 4 1 昭和 63 7 10

〃

清 水 貞 雄 昭和 54 7 10 昭和

清 里 分 署 長 令和６年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

50 7 6 斜 里 地 区 消 防 組 合

60 3 31 〃

長 尾 清 昭和 50 7

高 木 幹 男 昭和 48 3 17 昭和

54 7 97 昭和

31 3 31

26 4 1 〃平成 27 5 19

61 3 31 斜 里 地 区 消 防 組 合

3 5 31 〃

〃

〃

〃

〃

〃

野呂田 成 人 平成 27 5 20 〃平成 30 3 31

〃神 田 和 幸 平成 26 4 1 平成 29 4 30

〃岡 崎 亨 平成 30 4 1 令和 3 3 31

〃髙 橋 美 和 令和 5 4 1 令和 6 3 31
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年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～漆 原 淳 令和 3 4 1 現 在 〃

〃

髙 橋 泰 雄 平成 21 4 1 平成 25 3 31 〃

湯 浅 猛 城 平成 18 4 1 平成

古 屋 信 一 平成 元 4 1 平成 11 3 31

片 岡 保 弘 平成 11 4 1 平成 18 3 31

太 田 良 雄 昭和 49 2 12 昭和 54 3 31

山 下 良 蔵 昭和 54 4 1 平成 元 3 31

大 西 章
昭和 47 8 10 昭和 48 3 16

昭和 48 3 17 昭和 49 2 11

篠 田 鐘 一 昭和 34 4 1 昭和 40 3 31

矢 島 正太郎 昭和 40 4 1 昭和 47 8 9

30 昭和

魚 谷 林 二 昭和 30 3 31 〃

村 尾 光 雄
昭和 30 4 1 昭和 30 7 31 上 斜 里 村 消 防 団

昭和 30 8 1 昭和 34

現 在 〃

奥 村 寛 平成 18 11 1 〃平成 29 3 31

不 破 泰 志 平成 29 4 1 令和 6 3 31 〃

〃

菅 野 満 平成 15 5 1 平成 18 10

髙 嶋 寛 昭和 63 7 12 平成 15 4 30

31 〃

小 清 水 町 消 防 団

48 3 17 昭和 63 7 11 斜里地区消防組合小清水消防団

38 5 13 昭和 48 3 16

29 9

小 清 水 町 消 防 団

27 昭和 38 5 12

小 清 水 村 消 防 団

昭和 28 10 1 昭和 29 9 26 小 清 水 町 消 防 団

昭和 28 9 30

30 小 清 水 村 消 防 団

高 谷 金 作 昭和 24 5 31 昭和

横 道 彦 吉 昭和 22 8 28 昭和

27 6 20 〃

〃

五十嵐 一 彦 平成 25 4 1 平成

〃

消 防 団 長 （小清水町）

近 藤 正 廣 平成 13 4 1 平成 19 3 31

上 野 敏 雄 平成 19 4

〃

佐 藤 力 蔵 平成 11 6 1 平成 13 3 31 〃

小 泉 勝 也 平成 8 10 1 平成 11 5 31

〃

佐 野 幾之介 平成 4 4 1 平成 8 9 30 〃

青 木 栄 昭和 59 4 1 平成 4 3 31

〃

高 桑 華夷治 昭和 48 3 17 昭和 59 3 31 斜里地区消防組合斜里消防団

齊 藤 太 郎 昭和 31 5 22 昭和 48 3 16

〃

中 村 次 吉 昭和 30 9 24 昭和 31 5 21 〃

水 柿 雄四郎 昭和 28 8 27 昭和 30 9 23

27 1 30 〃

中 村 次 吉 昭和 27 1 31 昭和 28 8 26 〃

芳 賀 金 三 昭和 24 5 29 昭和

昭和

消 防 団 長 （斜里町） 令和６年7月1日現在

氏 名 就 任 期 間 備 考

24 5 28 斜 里 町 消 防 団

辻 稔 昭和 22 4

山 中 高 公 昭和 22 7 27

竹 村 菊 治
昭和 27 6 21

中 島 喜 悦
昭和

関 根 禎 作 昭和

昭和

桑 迫 孝 幸 令和 6 4 1

清 里 町 消 防 団

〃

清 里 町 消 防 団

斜里地区消防組合清里消防団

〃

〃

21 3 31

〃

〃

1 平成 25 3 31 〃

消 防 団 長 （清里町）

氏 名 就 任 期 間 備 考

31 3 31 〃

長谷川　宏　文 平成 31 4 1 現 在

24 5

〃竹 端 義 弘 平成 27 4 1 令和 3 3 31

氏 名 就 任 期 間 備 考

25 4 19 上 斜 里 村 消 防 団

森 崎 正 章 平成 25 4 1 〃平成 27 3 31

4 20 昭和

3 31 清 里 町 消 防 団

25

一
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3 年 11 月 3 日

13 年 10 月 15 日

18 年 11 月 3 日

3 年 1 月 13 日

17 年 4 月 29 日

17 年 11 月 3 日

18 年 4 月 29 日

19 年 4 月 29 日

19 年 4 月 29 日

19 年 11 月 3 日

20 年 4 月 29 日

3 年 11 月 3 日

元 年 11 月 3 日

5 年 10 月 13 日

8 年 4 月 29 日

9 年 4 月 29 日

10 年 11 月 3 日

16 年 11 月 3 日

18 年 4 月 29 日

21 年 11 月 3 日

24 年 11 月 3 日

25 年 11 月 3 日

26 年 11 月 3 日

27 年 11 月 3 日

28 年 11 月 3 日

29 年 11 月 3 日

58 年 4 日 29 日

60 年 4 月 29 日

4 年 11 月 3 日

6 年 4 月 29 日

24 年 4 月 29 日

25 年 4 月 29 日

26 年 4 月 29 日

27 年 11 月 3 日

5 年 4 月 29 日

48 年 11 月 3 日

61 年 4 月 29 日

元 年 4 月 29 日

7 年 1 月 9 日

12 年 4 月 29 日

24 年 11 月 3 日

29 年 4 月 29 日

元 年 5 月 21 日

平成 正 保 由 三 元 清 里 消 防 団 部 長

魚 谷 林 二 勲 六 等 瑞 宝 章

平成

平成

奥 村 寛

小 林 政 憲

平成 上 野 敏 雄 瑞 宝 単 光 章

平成

奥 村 寛

平成 前 橋 三 郎

曽 根 明 瑞 宝 単 光 章

平成

受 章 年 月 日

小 清 水 消 防 団

平成 小 野 博 幸 藍 綬 褒 章

平成 片 岡 保 弘

瑞 宝 単 光 章

樽 見 清

令和

勲 章 ･ 褒 章 の 種 類

瑞 宝 単 光 章

佐 藤 賢 二

受 章 年 月 日

牧 包 松 勲 六 等 瑞 宝 章

平成 午 来 肇

瑞 宝 単 光 章

勲 六 等 瑞 宝 章

平成

平成

平成

古 屋 信 一 勲 五 等 瑞 宝 章

清 里 消 防 団

瑞 宝 双 光 章

昭和 中 島 喜 悦

平成 山 下 良 蔵 勲 五 等 瑞 宝 章 元 清 里 消 防 団 団 長

勲七等青色桐葉章

叙 位 ・ 叙 勲 ・ 褒 章 者 名 簿

平成 齊 藤 太 郎 勲 四 等 瑞 宝 章 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

令和６年7月1日現在消 防 本 部

元斜里地区消防組合消防司令

元 斜 里 消 防 団 団 長平成 佐 野 幾 之 介 勲 五 等 瑞 宝 章

受 章 年 月 日 氏 名 位階・勲章･褒章の種類 備 考

元 斜 里 消 防 団 団 長

元 小 清 水 消 防 団 副 団 長

太 田 清

平成

平成 小 針 重 治 瑞 宝 単 光 章

氏 名

樫 村 信 一

森 崎 正 章 瑞 宝 単 光 章

佐 藤 力 蔵

石 川 邦 男 瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章惣 田 清 美

平成 近 藤 正 廣 瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

受 章 年 月 日 氏 名 勲 章 ･ 褒 章 の 種 類

勲六等単光旭日章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

平成

平成 湯 浅 猛 城

昭和

平成

昭和

橋 本 昭 夫

氏 名

元斜里地区消防組合消防司令補

斜 里 消 防 団

元 小 清 水 消 防 団 副 団 長

前 小 清 水 消 防 団 団 長

元 小 清 水 消 防 団 副 団 長

元 斜 里 消 防 団 副 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

青 木 栄

平成 高 桑 華 夷 治

浮 須 睦 昭

平成

大 藤 實

山 田 隆 博 瑞 宝 単 光 章

備 考

元斜里地区消防組合消防司令補

元斜里地区消防組合消防司令

勲五等雙光旭日章

元 清 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

勲 章 ･ 褒 章 の 種 類

勲 六 等 瑞 宝 章

瑞 宝 単 光 章

元 清 里 消 防 団 団 長

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

元 清 里 消 防 団 団 長

元 清 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

勲 五 等 瑞 宝 章

元 斜 里 消 防 団 分 団 長瑞 宝 単 光 章

備 考

藍 綬 褒 章 元 小 清 水 消 防 団 団 長

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

元 清 里 消 防 団 団 長

勲七等青色桐葉章 元 清 里 消 防 団 分 団 長

元 斜 里 消 防 団 団 長

前 小 清 水 消 防 団 団 長

令和

元斜里地区消防組合消防署長

勲 章 ･ 褒 章 の 種 類 備 考

平成

平成

備 考

中 島 喜 悦 勲五等雙光旭日章

平成

元 小 清 水 消 防 団 団 長

髙 嶋 寛

元 小 清 水 消 防 団 分 団 長

瑞 宝 双 光 章 元 小 清 水 消 防 団 団 長

昭和

平成 森 茂

元 斜 里 消 防 団 副 団 長

瑞 宝 単 光 章

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

平成 北 村 喜 義

平成

令和

平成 保 村 征 夫 瑞 宝 単 光 章 元斜里地区消防組合消防署長

元 斜 里 消 防 団 分 団 長

平成 齊 藤 太 郎 従 五 位 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

令和 畔 木 計 佳 正 七 位 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

瑞 宝 単 光 章平成

平成 畔 木 計 佳 瑞 宝 双 光 章 元 斜 里 地 区 消 防 組 合 消 防 長

平成

元斜里地区消防組合消防署長

消 防 署
受 章 年 月 日 氏 名

元斜里地区消防組合消防署次長長 尾 勲 瑞 宝 単 光 章
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